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 [授業の概要・目的]
理科系学生を対象として、無機物質の化学的、物理的性質を理解する上で基礎となる、原子分子の
構造と化学結合を理解し、また物質の構造と性質の関係について修得することを目的とする。

 [到達目標]
無機化学における諸分野の内容を理解し、無機化学反応および無機材料の物性を理論的に説明でき
る。

 [授業計画と内容]
以下の項目等について，フィードバックを含め全15回で授業を進める予定である．

１．水素型原子の構造
　分子や固体の振る舞いを理解するために、原子について知る必要がある。量子論を定性的に用い
て、電子を1個しかもたない水素型原子の構造について理解する。
２．多電子原子の構造
　多電子原子について、原子半径、イオン化エネルギー、電子親和力、電気陰性度などの性質を理
解する。
３．ルイス構造
　古典的な分子構造モデルであるルイス構造について取り扱い、分子の結合についての考え方を理
解する。
４．原子価殻電子対反発モデルによる分子の結合角の予測
　ルイス構造の考え方を用いて、静電反発力と孤立電子対の影響に基づいた原子価殻電子対反発モ
デル（VSEPRモデル）の有効性について理解する。
５．原子価結合理論
　最初に発展した化学結合の量子力学的理論である原子価結合理論について理解する。
６．分子軌道理論
　原子軌道による原子の記述を分子軌道に拡張する。原子軌道の線形結合によってつくられる分子
軌道について学び、分子の構成原理について理解する。
７．対称操作と点群
　分子の対称性と結合は密接に関係する。対称操作の考え方を理解するとともに、それを基に分子
の点群の帰属を決定する方法について学ぶ。
８．指標表
　分子の対称性の性質についての系統的な解析を行うために、指標表について学ぶ。
９．対称性の応用
　学んだ対称性についての知識を基に、分子軌道の組み立てと標識付け、分子の振動についての考
え方を理解する。
１０．イオン性固体の構造
　最密充填構造から導かれる典型的なイオン性固体の構造について学び、その特徴を理解する。
１１．ブレンステッドの酸塩基反応
　酸はプロトン供与体、塩基はプロトン受容体としたブレンステッドの酸塩基の定義について学ぶ。
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１２．酸性度定数
　プロトン移動の平衡は、化学種がプロトンを供与する強さの尺度である酸性度定数を用いて定量
的に議論することが出来ることを学ぶ。
１３．ルイスの酸塩基反応
　酸は電子対の受容体、塩基は電子対の供与体としたルイスの酸塩基の定義について学び、ブレン
ステッドの酸塩基の定義との関係を理解する。
１４．酸塩基の「硬い」「軟らかい」分類
　酸塩基を「硬い」ものと「軟らかい」ものに分類し、ルイスの酸塩基反応の平衡について理解す
る。

 [履修要件]
基礎有機化学I、IIおよび基礎物理化学（熱力学）・（量子論）を履修していることが望ましい。後
半（無機化学入門Ｂ）の連続した履修を推奨する。

 [成績評価の方法・観点]
定期試験(80%)及び数回の小テスト(20%)により評価する。

 [教科書]
田中　勝久、髙橋　雅英、安部　武志、平尾　一之、北川　進 訳 『シュライバー・アトキンス　
無機化学（上）　第6版』（東京化学同人）ISBN:9784807908981
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
複数回、復習を促すための小テストを課す。  
シラバスに従い、事前に教科書の該当部分を予習すること。毎回のレポートについて、模範解答を
講義するので、それについて復習を行うこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
新しいナノ材料やエネルギー・環境材料などの機能性材料や新しい触媒反応、生化学など、無機化
学の知識は様々な分野で重要です。この授業では、無機化学の基本的な考え方について広く網羅し、
概説します。授業の中で積極的に質問し、これまでの断片的な知識を整理すると伴に、無機化学と
いう未知なる分野への新鮮な興味を掻き立てて下さい。

不明な点、疑問点があれば、 
uchimoto.yoshiharu.2n@kyoto-u.ac.jp 
にいつでもメールして下さい。 
人間・環境学研究科棟301号室が居室ですので、メールでアポイントを取ってから来て下さい。


